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2022 年度入学者選抜における新型コロナウイルス感染症に関する注意事項 

国際医療福祉大学 

入試事務統括センター 

 2022 年度入学者選抜において、本学では、文部科学省より公表された、「令和 4 年度大

学入学者選抜に係る新型コロナウイルス感染症に対応した試験実施のガイドライン」に基

づき、感染症予防策を講じた上で対面・来場型の入試を実施いたします。受験にあたり新型

コロナウイルス感染症の対応について以下の点をご留意ください。なお、今後の状況により

実施方法変更等の対応を行う場合は本学ホームページに掲載いたしますので、定期的に最

新の情報を確認するようにしてください。 

1．本学の 2022 年度入学試験を受験する際は以下の対応を遵守してください。 

① 以下の項目に該当する方は受験を控えてください。 

・新型コロナウイルス感染症に罹患し、試験日に入院中または自宅や宿泊施設において

療養中の場合。 

・試験日直前に保健所等から濃厚接触者に該当するとされた場合。 

 ※保健所から濃厚接触者に該当するとされた受験者のうち、無症状の者については、

以下のすべての要件を満たしている場合には、受験を認める場合があります。受験

を希望する場合には、試験前日の午前 10 時までに入試事務統括センターへ問い合

わせてください。 

   1.初期スクリーニング（自治体または自治体から指示された医療機関が実施する

PCR 検査等の検査（行政検査））の結果、陰性であること。 

※検査結果が判明するまでは受験不可とする。 

2.試験日当日も無症状であること。 

3.試験場へは公共交通機関（電車、バス、タクシー、航空機（国内線）、旅客船等）

を利用せず、かつ、人が密集する場所を避けて来場すること。 

4.終日、別室で受験すること。 

・試験の前から継続して発熱・咳等の症状がある場合。 

・その他、新型コロナウイルス感染症罹患の疑いがある場合。 

※上記理由により、当初予定していた日程の受験ができなかった場合は、振替受験もし

くは入学検定料返還を行います（追試験は実施しません）。 

② 試験日当日における対応 

・試験日当日、「普段と異なる体調」の場合は、受験会場に来場することはお控えくだ

さい。以下の症状に該当する方は入試事務統括センターまで連絡してください。 

 1.発熱 37.5 度以上または、体温が 37.5 度以上でなくても、普段の平熱より高い場合

も含む 

 2.咽頭痛、咳、鼻汁、呼吸困難などの呼吸器症状 

 3.全身倦怠感、筋肉痛、関節痛 

 4.嗅覚障害、味覚障害 

 5.その他、普段と異なる体調 



・試験場入口にて検温を実施します。 

・昼食時を除き、マスク（不織布製）を着用（鼻と口の両方を確実に覆うこと）してく

ださい。何らかの事情によりマスクの着用が困難な場合は、出願前に入試事務統括セ

ンターに連絡してください。なお、使用済みのマスクは各自持ち帰ってください。 

 ※ウレタン製、布製のマスクは着用不可 

・試験場、試験室入口に設置している消毒用アルコールで、入退室ごとに手指消毒を行

ってください。 

・昼食等は各自持参し試験室の自席でとるようにし、他者との接触、会話を極力控えて

ください。 

③ その他注意事項 

・試験場への入場者数を極力抑制する観点から保護者、付添者の控室は設置しません。 

・試験場、試験室は換気のため窓の開放等を行います。適宜、上着など暖かい服装を持

参してください。 

・他の疾患の罹患等のリスクを減らすため、各自の判断においてインフルエンザワクチ

ンその他の予防接種を受けておくことが望ましいです。 

・新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA：COVID-19 Contact Confirming 

Application）は、利用者が新型コロナウイルス感染症の陽性者と接触した可能性があ

る場合に通知を受けることができるものであり、その後の検査の受診など保健所のサ

ポートを早く受けることができるため、ダウンロードをするようにしてください。 

２．本学では以下のとおり感染予防対策を行ったうえで、従来どおり対面・来場

型入試を実施します。 

・筆記試験室の座席間隔は前後１メートル以上、面接試験室は面接員や受験生同士の間

隔を２メートル以上確保します。 

・発熱・咳等の症状のある者や無症状の濃厚接触者のための別室を設けます。 

・各試験室、面接室のドアや窓を開放するなど換気を実施します。また、入室時間や休

憩時間にはできるだけ長時間の換気を行います。 

・試験監督、スタッフ等は試験場内ではマスク（または必要に応じてフェイスシールド

等）を着用します。 

・試験場、試験室、トイレ等に手指消毒用アルコール等を設置します。 

・試験室の机は試験前日に消毒を行います。 

・試験場、試験室の入退室時には混雑を避けるための対応を実施します。 

・毎日の体温測定をはじめとする体調管理・健康観察と合わせて、感染防止を徹底しま

す。 

以上 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

入試事務統括センター 

電話：0476-20-7810 

（月-金 9：00～17：00） 


